
令和７（２０２５）年５月号

　登録型本人通知制度は、市が戸籍謄本などを本

１　日　時　６月８日（日）9時30分～12時 人以外の第三者に交付した場合に、交付した事実

２　ところ　三原市人権文化センター を本人にお知らせする制度です。

３　申込み　定員10名　先着順（5月1日(木)～6月4日(水)） 　戸籍謄本などの不正請求や不

４　参加費　700円 正取得の抑止に効果があるこの

５　メニュー①初夏のまぜご飯　　　④高野豆腐のスタミナ焼き 制度に一人でも多くの登録をよ

　　　　　　②煮込みハンバーグ　　⑤マドレーヌ ろしくお願いします。

　　 　　　　　③春のミモザサラダ　　　　⑥さつまいもぷりん　　　　　　③切り干し大根ときゅうりのサラダ　　　 　登録は市民課・各支所まちづ 市民課のホームペー

６　持参物　米１合･エプロン･三角巾･マスク･持ち帰り用容器 くり係・各人権文化センターへ ジに案内します。

　　 　

　

「誰 か」 の こ と じ ゃ な い 。 自 分 自 身 の こ と と し て 考 え よ う 。　

発行／三原市人権推進課

編集／三原市人権文化センター

所在地／三原市長谷一丁目６番１号

電話／0848-66-1111

FAX／0848-66-1112

人権相談員が相談をお受けします。

相談は無料で，秘密は守られます。

お気軽にご相談ください。

人権相談
◇ と き 土･日･祝日を除く10時～16時

◇ ところ 三原市人権文化センター

◇ 電 話 0848-66-1111

日 時 ５月2６日（月）10時～11時

ところ 三原市人権文化センター大会議室

内 容 講座（体操の目的とポイント）15分

運動の実践 30分

アクティビティ(簡単なゲーム) 15分

講 師 三原市高齢者福祉課職員 福井さん

定 員 40名（先着順）、申込み不要、参加費無料
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人権のひろば 

第４次プラン（2022（令和４）年度
ね ん ど

～2026（令和８）年度）の基本目標 
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2）年に、日本
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で初
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めての小学校が京都府
き ょう とふ
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